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こどもチャレンジクラブおわせ探検隊～海はともだち「いその生き物を観察しよう」～
[image: image1]　7/26（水）に海について学んだ探検隊の子供達は、今度は7/29（土）に実際に行野浦海岸へ行って海の生き物を観察しました。当日は天候にも恵まれ、更に思いがけない大物も捕まえる事ができました。
潮だまりの生き物達を探す
　防波堤を越えると、すぐ目の前に岩場が広がります。足場も良いところでした。ただし小さな貝が付着してたり、岩角が鋭い場合もあり、足回りをしっかり保護し、手には軍手が必要ですね。
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涼も兼ねてる！？
　岩場に残された潮だまりを探索し終えた子供達は今度は浅い海へザブン。
　メジナやスズメダイの稚魚もいたけどすばしっこいので採れなかった。
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こんな生き物採れたね
　みんなが採った生き物を仲間分けして、その生き物について説明してもらいました。
　この日採れた生き物の中にもトラウツボやゴンズイの稚魚など危険なものもいました。気をつけよう。
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危険な魚たち
　トラウツボとゴンズイの稚魚の写真。ウツボは鋭い歯を持っており、噛まれるおそれがある。ゴンズイは背びれと胸びれに毒腺のあるトゲがある。小さいと言って侮るべからず。
　梅雨明けはまだとはいえ、好天で日差しの強い日でした。磯の生き物を追いかける子供達は生き生きしてて微笑ましいものです。これを機会に身近な磯の生き物に興味を持ってくれると嬉しいですね。大人は子供の動きに目が離せませんが、子供と一緒に楽しめるのは間違いなしです。
